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淋菌性急性尿道炎にたいす るAmoxycillinの 治療効果について
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1 は じ め に

淋菌が各種の抗生剤に感受性をよく示 していることは

周知のことであるが,そ の投与量および投与期間につい

て一発大量療法,短 期療法などが1つ の目標にされてい

る。 しかし他方,よ り少ない量で所期の効果をあげよう

と努力も試みつつある。

われわれは藤沢薬品から,英 国ピーチャム社研究所に

より開発された経口用ベニシリンで,Ampicillinと 類似

の構造を有するAmoxycillinの 提供をうけ,外 来淋菌

性尿道炎についてその治療効果を検討 してみた。

本剤はAmpicillinと 同 じく広い抗菌スベク トルを持

つものであるが,Ampicillinよ り優れた吸収性を示 し,

Ampicillinと 同量 の内服で2倍 の血中濃度が得られる

のが特徴 とされている1),2),3)。 またMICは 淋菌に対

して0.01mcg/mlの 値 を得ている1)。

II 投与量ならびに臨床検査

投与量:1日1.5g 食間3分 服

1日1.0g 4回 分服 (朝,昼,夕,就 床前)

1日0.75g 食間3分 服

1日0.5g 4回 分服 (朝,昼,夕,就 床前)

本剤の1カ プセルは250mgと125mgのAmoxycillin

を含む。量的効果をみるために4種 の投与量を試みた。

1.5g/日 の投与例は3例,1.0g/日 は7例,0.75g/日 は

12例,0.5g/日 は5例 であつた。

検査法:外 尿道 口の観察,こ れによる尿道分泌物の塗

抹染色を行なつた。塗抹標本の検索により淋菌を確認し

たものに限 り臨床実験を行なつた。淋菌の同定はもちろ

ん培養によるべきであるが,浜 の町病院の例は培養可能

であるが,他 医院に依頼 した場合は培養不成功に終わる

ことが多いので一律にグラム染色で確認した。

効果判定は外尿道口の所見,尿 道痛の自覚症状を参考

に して,尿 中膿汁,淋 菌の早期に消失 した ものを著効,

淋菌は消失 したが,膿 汁が残存 して1～10/F(×400)の

ものを有効として,そ の他は無効 とした。

III 臨 床 成 績

全例27例 で,い ずれも男子の急性症状を呈 した淋菌性

尿道炎であつた。

本剤投与は3～7日 が多 く,ご く少数例に9日 間投与

した例 もあつた。

治療効果は表に示すとお りで,1.5g/日 の投与では著

効,有 効,無 効各1例 であつた。淋菌の消失は全例とも

早期にみられるが,膿 汁の改善はこれ より2～3日 遅れ

てくるのは当然であるが,初 診時から+++→+と い う傾向

にならないと効果があると思えない。

1.5g/日 の症例(No. 3)で,2日 投与後放置 して6日

目に再発をみて来院 し,再 投与に症状の改善を示 したも

のがあ り,1.5g/日 の投与量でも短時 日の治療には注意

を要すると言える。

つぎに1.0g/日 群は7例 中著効3例,有 効3例,無 効

1例 であつた。 この群には再発例が2例 含 まれてい る

が,こ の期間観察では治癒 したといえる。前立腺炎の合

併所見はなかつた。

つぎに0.75g/日 群 は12例 で,著 効4例,有 効5例,

無効3例 となつている。長期間の再発例 も含まれている

が,11日 間 の経過では再発を認めていない。この群の例

でもわかるように,い ずれも淋菌の消失は早期に認めら

れるが,無 効例で膿汁の改善が乏しい感 じをうけた。

最後に0.59/日 群 は5例 の少数に留まつたが,著 効1

例,有 効2例,無 効2例 の結果で,0.5g/日 の投与 量で

はやや効果が劣るように うかがえた。

全例 とも本剤投与による副作用はみられなかつた。

IV 考案およびまとめ

Amoxycillinの 淋菌に対する効果はMICの 成績から

みて良好な結果を得ることは当然であろう。従来のべユ

シリン系列薬剤でも有効なことは,新 しい抗生剤の治療

研究会でしば しぼ指摘されているところである。しかも

ABPC剤 の1.0g/日 ないし2.0g/日 投 与はPCG製 剤

の効果とたい した差がないか,あ るいはむ しろ前者のほ

うが劣ることさえあると報 じられている。今回われわれ

が試みたAmoxycillin製 剤は急速に吸収されて,血 中

濃度を高め,食 事によつて影響されない とされてい る

4)。 したがつて淋疾に対す る治療効果 は1.0g/日 以 下

の投与量でも充分にあげ うるは ず と考 えて,あ えて

0.759/日 さらに0.5g/日 と減量してみた。 自験例 の成
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績からみて0.5g/日 で も著効例を得ているが,ま た無効

例もみられる。無効例といえども淋菌の消失は早い。た

だ膿汁昔以上の所見が治療開始後3日 以降に も認められ

ることは,治 療効果が不充分 とみなしても許されると思

う。膿汁の完全消失は望ましい結果であるが,こ の所見

が±あるいは+と い う僅少量が存在することは,尿 道炎

患者の治癒期に しばしば経験することで慎重な取 り扱い

が必要である。いずれにしても淋菌の消失は0。5g/日 で

も容易に認めるので,淋 菌自体にはこの用量で有効とい

えるかもしれないが,尿 道炎所見を急速に改善するまで

には0.75窪/日 用量のほ うが安全であるといえ るし,自

験例からみてその治療期間は3～5日 間の投与期間と7

日間の観察期間は必要である。

以上,本 剤の淋菌性尿道炎に対する投与量の点からみ

た治療効果を述べ,本 剤が0.75g/日,5日 間 の治療 と

7日 間の観察が必要であることを述べた。
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Amoxycillin was orally given to 27 patients with gonorrheal urethritis. 

The daily dose was initially 1. 5 g, but was reduced gradually through 1. 0 g to 0. 75 g or to 0. 5 g in the 

light of the high serum level which is twice that of ampicillin. 

Satisfactory therapeutic results were obtained in 2 of the 3 patients who were givin 1. 5 g, 6 of the 7 

who were given 1g, 9 of the 12 who received 0. 75 g. and 3 of the 5 receiving 0.5g. 

The results of the present study suggest that patients with this disease should preferably be treated 

with 0. 75 g rather than 0. 5 g of this antibiotic for 3 to 5 days and observed for 7 days to ensure pro-

mpt relief from urethritic symptoms.


